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【表紙】本町出身・藤本康太選手（セレッソ大阪）
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こうさ



自
分
に
合
っ
た
運
動
や
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

で
楽
し
く
健
康
づ
く
り

　

１
日
１
～
３
回
に
わ
た
り
同
研
究
所
の

ス
タ
ッ
フ
が
行
う
集
団
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
音
楽
体
操
な
ど
を

行
う
「
う
き
う
き
体
操
」
や
体
の
筋
肉
を

ゆ
っ
く
り
と
伸
ば
す
「
ス
ト
レ
ッ
チ
」
教

室
な
ど
、
運
動
負
荷
の
違
う
教
室
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
高
齢
者
の
方
や
運

動
を
始
め
た
ば
か
り
の
方
、
し
っ
か
り
運

動
し
た
い
方
な
ど
、
自
分
に
合
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
る
「
陽
気
カ
ー
ド
」
は
、
50

ポ
イ
ン
ト
貯
め
る
と
、
町
内
の
協
力
店
で
１
，

０
０
０
円
分
の
お
買
物
券
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
協
力
店
で
提
示
す

る
と
お
得
な
特
典
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
も
で
き
る
「
甲

佐
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
皆
さ

ん
も
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
甲
佐
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
２

・
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

「
鮎
緑
」
に
甲
佐
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
４
日
（
火
）
町
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、「
甲
佐
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
」
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
町
民
の
健
康
増
進
や

疾
病
の
予
防
、
保
健
衛
生
の
向
上
お
よ
び

福
祉
活
動
を
推
進
し
、
高
齢
者
を
は
じ
め

と
し
た
す
べ
て
の
人
の
や
す
ら
ぎ
の
場
を

提
供
す
る
た
め
に
町
が
設
置
し
、
㈱
く
ま

も
と
健
康
支
援
研
究
所
が
運
営
。
施
設
内

に
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
な
ど
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
や
身
体
の
筋
肉
量
や
水

分
量
な
ど
を
分
析
で
き
る
体
組
成
計
が
設

置
さ
れ
、
常
駐
す
る
同
研
究
所
ス
タ
ッ
フ

か
ら
機
器
の
使
い
方
や
効
果
的
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
な
ど
を
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
も
ら
え
る
の
で
、
気
軽
に
運
動
を
始

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

　多世代・多機能型スペースでは、乳幼
児を子育て中の保護者が気軽に集い、子
育てに関する情報交換や親同士のつなが
りを作るための交流の場「子育てサロン
あゆみ」を開設しています。
　同サロンでは、スタッフや参加者同士
でおしゃべりを楽しんだり、子育て家庭
ならではの悩みなどを共有し、子育てに
対する悩みを解消することができます。
　今後、親子で楽しめるさまざまなイベ
ントも開催されますので、ぜひご利用く
ださい。

●開設日
　毎週火〜金曜日（祝日を除きます）
●場所
　休憩室（総合保健福祉センター内）
●開設時間
　午前10時〜午後４時
●お問い合わせ先
　子育てサロンあゆみ
TEL０９６－２３５－８７１２

ママ・パパの憩いの場
「子育てサロンあゆみ」

   

甲
佐
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
案
内

気軽に楽しく健康づくりを始ませんか？

あゆみにフィットネスセンターがオープン

　町民の健康増進や疾病の予防のため、
町総合保健福祉センター「鮎緑」に「甲
佐町フィットネスセンター」が開設さ
れました。運動機器を使ってのトレー

ニングや常駐スタッフが行う集団プロ
グラムなど、自分に合った運動ができ
ます。これからの健康づくりのきっか
けとして、ぜひ利用してみませんか。

●
利
用
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時
（
日
曜

　

日
お
よ
び
祝
日
は
、
午
後
７
時
ま
で
）

●
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
お
よ
び
年
末
年
始

　
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

●
利
用
料
金

・
町
内
居
住
者
お
よ
び
町
内
勤
務
者

　

１
回
２
０
０
円
（
２
時
間
）

　

１
か
月
券
３
，
０
０
０
円

・
町
外
居
住
者

　

１
回
３
０
０
円
（
２
時
間
）

　

１
か
月
券
４
，
５
０
０
円

●
場
所

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
（
豊
内

　

６
１
９
番
地
）



平
成
29
年
甲
佐
町
消
防
団
出
初
式
お
よ
び
消
防
点
検

大
切
な
郷
土
を
守
る
強
い
団
結
力

町
消
防
団
員
が
結
束
し
た

チ

ー

ム

ワ

ー

ク

を

発

揮

　

３
月
26
日
（
日
）
有
安
の
安
津
橋
健

康
広
場
横
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
、
平
成
29

年
町
消
防
団
（
松
尾
憲
親
団
長
４
８
９

人
）
の
出
初
式
お
よ
び
消
防
点
検
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
整
列
し
た
団
員
た
ち
に
奥

名
克
美
町
長
が
式
辞
、
松
尾
団
長
が
訓

示
。
町
消
防
団
へ
の
消
防
庁
長
官
表
彰

な
ど
の
各
表
彰
状
の
伝
達
お
よ
び
贈
呈

や
、
若
草
保
育
園
（
元
村
健
正
園
長
95

人
）
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
20
人
に
よ
る

通
常
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
点
検
の
部
で
は
、
第
１
分
団
第

４
部
（
岩
下
）
が
優
勝
。
放
水
競
技
で

は
、
ポ
ン
プ
車
の
部
は
第
１
分
団
第
７

部
（
北
部
）、
小
型
ポ
ン
プ
車
の
部
は

第
２
分
団
第
１
部
（
上
早
川
）
が
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

※
４
月
１
日
付
け
で
の
町
消
防
団
組
織

　

再
編
後
の
名
称
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

●
競
技
成
績

◆
通
常
点
検
の
部

・
優　

勝　

第
１
分
団
第
４
部
（
岩
下
）

・
準
優
勝　

第
１
分
団
第
１
部
（
東
西
寒
野
）

・
３　

位　

第
１
分
団
第
３
部
（
下
豊
内
）

◆
放
水
競
技
の
部

▼
ポ
ン
プ
車
の
部

・
優　

勝　

第
１
分
団
第
７
部
（
北
部
）

・
準
優
勝　

第
１
分
団
第
４
部
（
岩
下
）

・
３　

位　

第
１
分
団
第
１
部
（
東
西
寒
野
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
の
部

・
優　

勝　

第
２
分
団
第
１
部
（
上
早
川
）

・
準
優
勝　

第
３
分
団
第
1
部
（
早
川
）

・
３　

位　

第
1
分
団
第
2
部
（
上
豊
内
）

●
表
彰
（
敬
称
略
）

◆
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
・
勤
続
章

　

伊
豆
野
敬

◆
熊
本
県
知
事
表
彰
・
永
年
勤
続
功
労
章

　

立
野
幸
二
、
増
田
雅
浩
、
久
佐
賀
浩

二
、
和
田
恭
治

◆
熊
本
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
・
功
績
章

　

田
上
慎
太
郎
、
山
下
智
博
、
白
石
善

博
、
岡
部
好
延
、
佐
村
謙
信
、
田
上
和

孝
、
本
田
真
司
、
宮
崎
智
成
、
井
芹
由

雅
、
山
口
和
宏

◆
熊
本
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
・
勤
績
章

　

寺
本
光
太
、
佐
野
喬
、
中
村
嘉
希
、

奥
名
雄
吉
、
吉
田
父
輝
、
西
村
哲
一
、

渡
邊
洋
一
、
田
上
大
助
、
田
上
将
、
井

芹
若
狭
、
米
村
正
智
、
松
本
幸
太
郎
、

宮
崎
貴
明
、
宮
崎
譲
、
布
田
誠
一
郎
、

赤
星
誠

▶
安
津
橋
健
康
広
場
横
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
行
わ
れ
た
町
消
防
団
出
初
式
お
よ
び
消
防
点
検
に
臨
む
町
消
防
団
員

町から感謝状の贈呈、

優秀行政区への表彰状伝達

　今年の出初式では、平成29年１月に緑町

で発生した火災に際し、初期消火および人

命救助に尽力した３人に町から感謝状を贈

呈。また、年間を通し地域での消防防災活

動に連携して活発に取り組んだ行政区、地

域消防団に表彰状の伝達が行われました。

●感謝状贈呈者

　北里護さん、堀小百合さん、緒方香織さん

●優秀行政区・優秀部表彰

・辺場・古閑・八丁・山出区（第３分団第４部）

・津志田区（第４分団第１部）

・田原区（第４分団第９部）

▶
優
秀
行
政
区
に
表
彰
状
の
伝
達

▶
町
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈



　

熊
本
地
震
か
ら
１
年
と
し
て
、
本

町
出
身
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
・
藤

本
康
太
選
手
（
下
田
口
区
出
身
・
セ

レ
ッ
ソ
大
阪
）
か
ら
本
町
へ
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
本
選
手
は
、
熊
本
国
府
高
を
経

て
２
０
０
５
年
に
Ｊ
リ
ー
グ
の
同
ク

ラ
ブ
に
入
団
し
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー

と
し
て
活
躍
。
プ
ロ
生
活
13
年
で
、

通
算
17
ゴ
ー
ル
を
上
げ
て
い
ま
す
。

今
回
、
熊
本
地
震
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
本
町
へ
、
復
興
を
願
う
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
入
り
の
色
紙
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

藤
本
選
手
は
「
甲
佐
町
の
皆
さ
ん

が
元
気
に
日
々
を
送
れ
る
よ
う
に
大

阪
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　４月３日（月）町役場で、甲佐町地域おこ

し協力隊へ委嘱状が交付されました。

　同隊は、地域活性化を目的として、都市住

民など地域外の人材を地域の担い手として受

け入れ、地域おこしや農林漁業の応援、住民

の生活支援などの地域協力活動を行う制度で、

平成21年度に総務省が創設したものです。

　本町では佐藤直樹さん（愛媛県出身・広瀬

区）が平成24年から隊員を務め、本町への移

住定住支援や地域活性化などで活動されます。

新１年生入学おめでとう　
平成29年度小・中学校入学式

応援メッセージで本町を激励
藤本康太選手（下田口区出身・セレッソ大阪）

地域の活性化をサポート
４月３日（月）地域おこし協力隊委嘱状交付

▼上級生や先生に向かって元気な声であいさつをする甲佐小の新入児童

▲奥名町長から委嘱状を交付された佐藤さん（写真左）

▼

震
災
復
興
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
藤
本
康
太
選
手

　

４
月
５
日
（
水
）
町
役
場
で
、
甲

佐
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
の

認
定
証
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
と
は
、
本
町

を
代
表
す
る
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
を
作

り
、
農
商
連
携
の
推
進
や
交
流
人
口

の
増
加
を
図
る
こ
と
が
目
的
。
今
回

新
た
に
「
う
な
ぎ
蒲
焼
き
」（
山
本

建
設
㈱
甲
佐
養
殖
場
）
と
「
梅
酒
カ

ス
テ
ラ
」（
パ
ン
工
房
ふ
う
さ
ん
）

の
２
品
が
特
産
品
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
ボ
シ
ド
ラ
焼
き
」（
㈾

池
田
製
菓
舗
）、「
ニ
ラ
で
ス
ー
プ
」

（
パ
ン
工
房
ふ
う
さ
ん
）
が
認
定
更

新
と
な
り
ま
し
た
。

　

交
付
式
で
、
奥
名
克
美
町
長
は

「
町
外
だ
け
で
な
く
県
外
に
も
広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　４月10日（月）下横田の「ゆうぐれハウス」

で、放課後児童クラブ「ひまわりクラブ」の

開所式が行われました。

　放課後児童クラブとは、保護者が仕事など

で昼間家庭にいない児童たちに対し、放課後

に適切な遊びと生活の場を提供して健全な育

成を図るために、町がＮＰＯ法人などに委託

し、実施するものです。

　本町の児童クラブは３カ所となり、甲佐小

学校地内の専用施設と白旗福祉ふれあいセン

ターの２カ所でも運営されています。

新たに２品が特産品認定
甲佐ブランド「こうさんもん」認定証交付式

児童の健全な成長を推進
放課後児童クラブ「ひまわりクラブ」開所

▲開所式後に「ゆうぐれハウス」で仲良く遊ぶ児童たち

▼

新
規
認
定
・
更
新
さ
れ
た
生
産
者
に
認
定
証
を
交
付

　

４
月
11
日
（
火
）
町
内
の
各
小

学
校
お
よ
び
甲
佐
中
学
校
で
、
平

成
29
年
度
入
学
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
29
年
度
新
入
生
は
、
甲
佐

小
40
人
、
龍
野
小
26
人
、
乙
女
小

24
人
、
白
旗
小
20
人
で
町
内
小
学

校
全
体
で
は
１
１
０
人
。
甲
佐
中

は
、
76
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

甲
佐
小
学
校
（
福
田
雅
也
校
長

１
８
７
人
）
で
は
、
同
小
体
育
館

で
入
学
式
を
開
催
。
上
級
生
や
保

護
者
な
ど
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て

新
入
児
童
が
元
気
良
く
入
場
し
て

開
式
。
は
じ
め
に
氏
名
点
呼
が
行

わ
れ
、
新
入
児
童
た
ち
は
一
人
ひ

と
り
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
大
き

な
声
で
返
事
を
し
起
立
し

ま
し
た
。

　

福
田
校
長
は
「
新
１
年

生
の
皆
さ
ん
の
入
学
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
、
元
気
に
学
校
生

活
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。」
と
式
辞
。

　

児
童
会
か
ら
は
新
入
生

に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
の

小
学
校
生
活
で
の
心
掛
け

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
協
会

か
ら
黄
色
い
傘
、
同
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

が
新
入
生
に
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　４月22日（土）東京都渋谷区の國學院大學キャ

ンパスで、第24回東京甲佐会総会および懇親会が

開催されました。

　同会（蜂谷和明会長）は、主に首都圏在住の本

町出身者などで構成され、会員相互の親ぼくと故

郷である本町との交流や情報交換などを目的に、

平成６年に設立されました。

　総会では、平成28年度に取り組んだ事業として、

熊本地震により被災した町への義援金や昨年11月

に開催された第41回熊本甲佐10マイル公認ロード

レース大会へ協賛金を寄贈したことや、会員相互

の交流会などの報告がされました。

　続いて開催された懇親会では、奥名克美町長が

熊本地震での本町の被災状況や今後の復旧・復興

に向けた取り組み方針などを発表。また、甲佐町

商工会（中村幸男会長）からは、甲佐ブランド

「こうさんもん」認定品の展示や紹介がありました。

　本町にゆかりのある約80人の参加者は、故郷へ

の思いを温め交流を図りました。▲東京都渋谷区の國學院大學キャンパスで開催された第24回東京甲佐会
総会であいさつをする蜂谷会長

本町出身者が集い故郷を思う
第24回東京甲佐会総会および懇親会



Information町からのお知らせ　【5月】

人
事

町総務課　 TEL096-234-1140（内線221）

【
４
月
１
日
付
け
町
組
織
再
編
・
異
動
】

　

４
月
１
日
付
け
で
の
町
組
織
再
編
に

よ
り
、
産
業
振
興
課
の
商
工
観
光
振
興

係
が
企
画
課
に
編
入
さ
れ
、
産
業
振
興

課
は
農
政
課
に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
新
た
に
総
務
課
に
消
防
係

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
情
報
公
開
お
よ

び
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
事
務
が
、

企
画
課
行
革
情
報
係
か
ら
総
務
課
文
書

管
財
係
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

▼
主
な
取
り
扱
い
業
務

・
企
画
課
商
工
観
光
振
興
係

　

商
工
業
や
企
業
の
振
興
に
関
す
る
こ

　

と
、
観
光
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
、

　

物
産
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
、
公
園

　

の
整
備
や
管
理
に
関
す
る
こ
と

・
総
務
課
消
防
係

　

消
防
に
関
す
る
こ
と

●
総
務
課

▼
総
務
課
長
・
西
坂
直
（
企
画
課
長
）

▼
総
務
係
・
遠
山
康
浩
（
会
計
課
）
▼

財
政
係
長
・
羽
祢
田
直
美
（
県
派
遣
）

▼
文
書
管
財
係
長
・
早
﨑
伊
津
子
（
同

課
）
、
同
係
・
中
島
健
智
（
新
規
採

用
）
▼
消
防
係
長
［
兼
く
ら
し
安
全
推

進
係
長
］
・
西
口
貴
志
（
同
課
）、
同
係

［
兼
く
ら
し
安
全
推
進
室
］・
本
田
豊

（
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

派
遣
）

●
く
ら
し
安
全
推
進
室

▼
く
ら
し
安
全
推
進
室
長
・
佐
々
木
善

平
（
任
期
付
き
採
用
）、
く
ら
し
安
全

推
進
係
長
［
兼
総
務
課
消
防
係
長
］・

西
口
貴
志
（
総
務
課
）、
同
係
［
兼
総

務
課
消
防
係
］
・
本
田
豊
（
熊
本
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

●
企
画
課

▼
企
画
課
長
・
北
畑
公
孝
（
税
務
課

長
）
、
同
課
課
長
補
佐
・
木
山
真
由
美

（
県
か
ら
派
遣
）
▼
企
画
政
策
係
・
田

上
幸
杜
（
新
規
採
用
）
▼
行
革
情
報

係
・
増
田
勇
介
（
税
務
課
）
▼
商
工
観

光
振
興
係
長
・
内
田
健
司
（
産
業
振
興

課
商
工
観
光
振
興
係
長
）、
同
係
・
甲

斐
敬
大
（
産
業
振
興
課
）

●
税
務
課

▼
税
務
課
長
・
井
上
幸
介
（
総
務
課
審

議
員
兼
財
政
係
長
兼
文
書
管
財
係
長
）

▼
課
税
係
・
久
米
修
永
（
建
設
課
）、

男
女
共
同
参
画

町総務課　 TEL096－234－1140（内線222）　

■
心
の
傷
や
悩
み
、
ひ
と
り
で
抱
え

　
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　

熊
本
地
震
か
ら
１
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
や
人
付
き
合
い

な
ど
、
不
安
な
気
持
ち
で
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

県
で
は
、
女
性
や
被
災
者
の
方
が
安

心
し
て
相
談
が
で
き
る
専
門
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。心
の
傷
や
悩
み
な
ど
、

１
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
ま
ず
は
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

�

●
熊
本
県
女
性
総
合
相
談
室

▼
電
話
相
談

・
月
・
木
～
土
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
水
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

▼
面
接
相
談
（
要
予
約
）

　

月
・
水
～
土
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市

中
央
区
手
取
本
町
８
‐
９
熊
本
県
民

交
流
館
パ
レ
ア
内
）

　

TEL
０
９
５
‐
３
５
５
‐
２
２
２
３

�

●
熊
本
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

▼
震
災
に
よ
る
心
の
悩
み
電
話
相
談

　

月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

TEL
０
９
６
‐
３
８
５
‐
３
２
２
２

■�

パ
レ
ア
の
面
接
相
談
が
４
月
か
ら

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す

・
ガ
ー
ル
ズ
サ
ポ
ー
ト
（
第
２
土
曜
日
）

　

友
だ
ち
の
こ
と
、
彼
の
こ
と
、
将
来

　

の
こ
と
な
ど
ガ
ー
ル
ズ
の
不
安
な
気

　

持
ち
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・�

女
性
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
（
第

３
土
曜
日
）

　

「
女
性
の
弁
護
士
さ
ん
で
話
し
や
す

　

い
」
相
談
窓
口
と
好
評
で
す
。
女
性

　

限
定
で
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

・
セ
ル
フ
ケ
ア
講
座
（
第
４
土
曜
日
）

　

心
と
身
体
に
効
く
ツ
ボ
を
教
え
ま
す
。

※�

最
終
受
け
付
け
は
、
法
律
相
談
が
午

後
３
時
15
分
、
そ
の
ほ
か
は
午
後
３

時
30
分
で
す
。

※�

利
用
は
無
料
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

守
ら
れ
ま
す
。

日々の不安を相談できる
窓口を開設しています

悩 み な ど を 抱 え 込 ま ず 相 談 し ま し ょ う

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　 TEL096－234－１１１3（ 内線１０６）

■�

４
月
か
ら
国
保
税
の
軽
減
判
定
所

得
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
の
前
年
の
所
得
と
被
保
険

者
数
に
よ
っ
て
均
等
割
（
世
帯
の
被
保

険
者
数
に
応
じ
て
計
算
）
と
平
等
割
（
１

世
帯
当
た
り
で
計
算
）
が
軽
減
さ
れ
る

措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
措
置
が
平

成
29
年
度
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
改
正
後
の
軽
減
判
定
所
得

・
７
割
軽
減

　

前
年
の
所
得
が
基
礎
控
除
33
万
円
以

　

下
の
世
帯
（
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

・
５
割
軽
減

　

前
年
の
所
得
が
基
礎
控
除
33
万
円
＋

　

27
万
円
（
平
成
28
年
度
は
26
・
５
万

　

円
）
×
被
保
険
者
数
以
下
の
世
帯

・
２
割
軽
減

　

前
年
の
所
得
が
基
礎
控
除
33
万
円
＋

　

49
万
円
（
平
成
28
年
度
は
48
万
円
）

　

×
被
保
険
者
数
以
下
の
世
帯

※
被
保
険
者
数
は
、
同
世
帯
の
中
で
国

　

保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

　

行
し
た
方
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
世
帯
内
の
被
保
険
者
数
が

３
人
で
国
保
加
入
者
の
所
得
の
合
計
が

１
１
３
万
円
の
世
帯
の
場
合
、
平
成
28

年
度
は
２
割
軽
減
世
帯
に
該
当
し
ま
す

が
、
平
成
29
年
度
は
５
割
軽
減
世
帯
に

該
当
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
国
保
税
の
税
額
に
つ

い
て
は
、
６
月
中
旬
に
税
務
課
か
ら
発

送
す
る
納
税
通
知
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
国
保
税
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　

（
内
線
１
１
５
）

■
平
成
30
年
度
か
ら
県
と
町
が
共
同

　
で
国
民
健
康
保
険
を
運
営
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
は
、
現
在
、
町
が
保

険
者
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
県
と
町
が
共
同

保
険
者
と
な
っ
て
運
営
す
る
形
に
変
更

さ
れ
ま
す
。

　

町
は
、
被
保
険
者
証
の
発
行
、
保
険

給
付
、
保
険
税
率
の
決
定
、
保
険
税
賦

課
お
よ
び
徴
収
、
保
健
事
業
な
ど
被
保

険
者
と
関
係
す
る
き
め
細
か
い
事
業
を

引
き
続
き
担
い
ま
す
。

国保税の軽減判定
所得改正のお知らせ

平成２９年度の町組織
再編および職員人事

今年度もより良い行政サービスを目指します

田
代
愛
子
（
学
校
教
育
課
）
▼
徴
収

係
・
梅
本
裕
也
（
新
規
採
用
）

●
住
民
生
活
課

▼
住
民
生
活
課
長
・
本
田
克
典
（
会
計

管
理
者
兼
会
計
課
長
）
▼
保
険
係
・
池

田
三
奈
（
企
画
課
）、
吉
田
一
真
（
福

祉
課
）

●
福
祉
課

▼
社
会
福
祉
係
長
・
松
野
洋
幸
（
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
子
ど
も
・
障

が
い
福
祉
係
・
小
濵
美
智
代
（
町
民
セ

ン
タ
ー
）
▼
介
護
保
険
係
長
・
渡
邉
友

美
（
同
課
社
会
福
祉
係
長
）、
同
係
・

佐
伯
香
菜
子
（
新
規
採
用
）

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
長
・

古
閑
裕
子
（
同
セ
ン
タ
ー
）、
同
セ
ン

タ
ー
［
兼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
］・

生
田
明
美
（
住
民
生
活
課
）

●
環
境
衛
生
課

▼
水
道
係
長
・
古
田
昭
憲
（
産
業
振
興
課
）

●
農
政
課

▼
農
政
課
長
［
兼
農
地
係
長
お
よ
び
農

業
委
員
会
事
務
局
長
］
・
岡
本
幹
春

（
産
業
振
興
課
長
）
、
同
課
審
議
員
［
兼

農
林
振
興
係
長
］・
川
端
励
志
（
産
業

振
興
課
審
議
員
兼
農
林
振
興
係
長
）、

農
林
振
興
係
・
本
田
城
光
（
産
業
振
興

課
）、
林
田
侑
起
（
同
課
）、
山
村
豪

（
同
課
）、
髙
見
拓
郎
（
同
課
）、
石
橋

拓
也
（
同
課
）、
上
田
佳
範
（
同
課
）、

中
村
仁
士
（
新
規
採
用
）
▼
農
地
係

［
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
］・
本
田
裕
一

郎
（
再
任
用
）、
片
山
祥
子
（
産
業
振

興
課
）、
浅
木
友
治
（
税
務
課
）

●
建
設
課

▼
建
設
係
・
伊
佐
坂
光
輝
（
任
期
付
き

更
新
）、
中
川
慎
士
（
社
会
教
育
課
）

▼
管
理
係
長
・
本
田
幸
嗣
（
同
課
）
、

同
係
・
眞
田
洋
彰
（
く
ら
し
安
全
推
進

室
）

●
会
計
課

▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
・
古
閑
敦

（
住
民
生
活
課
長
）
▼
会
計
係
長
・
松

岡
博
信
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事

務
長
）、
同
係
・
加
藤
理
華
（
税
務
課
）

●
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
町
民
セ
ン
タ
ー
・
吉
永
巧
（
環
境
衛

生
課
水
道
係
長
）

●
学
校
教
育
課

▼
学
校
教
育
係
・
中
西
加
奈
（
産
業
振

興
課
）
▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
・

上
古
閑
一
徳
（
建
設
課
管
理
係
長
）

●
社
会
教
育
課

▼
社
会
教
育
係
・
上
田
悟
（
再
任
用
）
、

上
高
原
聡
（
任
期
付
き
採
用
）
、
亀
澤

翼
（
新
規
採
用
）

●
県
へ
派
遣
（
総
務
課
付
）・
髙
森
麻
里

（
住
民
生
活
課
）

※
［
か
っ
こ
］
内
は
兼
務
、（
か
っ
こ
）

　

内
は
旧
職
ま
た
は
旧
所
属
先

詳しくは町住民生活課へお問い合わせください



Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

Library
町生涯学習センター図書室からの５月のおすすめ図書

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

　　　田悠介、私が好きな小説

　　　家の１人で、その彼がデ

ビュー10年目という節目に書き

上げたのがこの作品である。

　この本は４つの短い話で構成

されており、読みやすく、全話

全く別々の物語のように感じる。

そして、３話目まではハッピー

エンドとはほど遠い、どこかも

どかしさを感じる終わり方に

なっているが、最終話の４話目

を読み終え

たあとは、

「ああ、こう

いうことな

の か！」 と

全てがつな

がり、すっ

きりした気

持ちになる。

 いずれも「恩返し」という　

目的を達成することを目前にし

て、力尽きてしまった者たちの

悲願の物語で、１話、２話、３

話…と読み進めていくうちに、

自分自身の中にやりきれない気

持ちが膨らみ、いつしか小説の

中の世界に入り込んでしまって

いる。

　人それぞれの人生や、この作

品のタイトルである「ＢＬＡＣ

Ｋ」の意味、さまざまなことを

考えさせてくれる１冊である。

山 Read This Story!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『ＢＬＡＣＫ』（山田 悠介著）

深水　麗圭さん

〔甲佐小学校教諭〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人5冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　 TEL 096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

お咲は、年寄りの介護をする

「介抱人」。口入屋「鳩屋」の主

人・五郎蔵とお徳夫婦に見守ら

れ、誠心誠意働くお咲は、「誰

もが楽になれる介抱指南の書」

を作りたいという貸し本屋・佐

分郎太から協力を求められた…。

長寿の町・江戸に生きる人々の

姿は現代の介護事情にも通じて

いて、温かい読後感の中にも、

深く考えさせられる１冊です。

文藝春秋

小説

江戸の介護をテーマにした時代小説
朝井 まかて著 /『銀の猫』 

心を込めて日本国憲法の大切さを訴える
松元 ヒロ作 /『憲法くん』

心地良いキッチンで日々の生活を楽しく
リンネル編集部編集 /『家仕事の達人15人の素敵なキッチン』

家の中でもキッチンは、暮らす

人の工夫やこだわりが詰まった

場所。本書では、日々の暮らし

を楽しむ方々のお家におじゃま

して、キッチンの棚の中やツー

ルを紹介しています。収納ルー

ルやアイデア、器、インテリア、

雑貨の使い方など、心地よい

キッチン作りの工夫が満載。暮

らし上手になるための、お役立

ちキッチンアイデア集です。

宝島社

教育・娯楽

大正12年生まれ、現在93歳の大

作家の話題のエッセイ集。自分

の身体に次々に起こる「故障」

を嘆き、時代の「進歩」を怒り、

悩める年若い人たちを叱りなが

らも、あたたかく鼓舞していま

す。艱難（かんなん )辛苦を乗

り越えた著者だからこそ書ける、

人生をたくましく生きるための

「金言」の数々。大笑いした後

に、深い余韻が残ります。

小学館

一般書

元気が湧いてくる怒りの金言
佐藤 愛子著 /『九十歳。何がめでたい』

日本国憲法施行から50年目にあ

たる1997年から、芸人・松元ヒ

ロさんが、事あるごとに演じて

いるのがひとり芝居「憲法く

ん」です。日本国憲法を人間に

見立てユーモラスに描き、その

大切さを訴える８分ほどの短い

芝居が絵本になりました。５月

３日（水）は憲法記念日。親子

で憲法について考えるきっかけ

にしていただきたい１冊です。

講談社

児童書

事故で未来を奪われた野球少年が、勇
気を与えてくれた老プロ野球選手に命
を賭けた『恩返し』をはじめる。絶望
の中で生きる意味を問う短編小説。

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　 TEL 096-234-2447（内線331）

　

●水俣病をめぐる人権

　水俣病が公式確認 (1956年５月１

日 ) されて60年が経ちました。水俣病

がどのような病気なのか人々に正しく

理解されなかったために、被害者や家

族は差別・偏見を受け、大変つらい思

いをしました。私たちは、水俣病に限

らず何事においても、正しい知識を持

つとともに、被害を受けた方の立場に

立って考えることが大切です。 

○水俣病が発生してどんな被害があっ
　たんだろう ?

①健康被害

　水俣病は、水俣湾周辺を中心とする

八代海沿岸と新潟県阿賀野川流域で発

生し、多くの人々が水俣病による健康

被害に苦しみました。水俣病と認めら

れた患者数は、平成25年12月31日現在

で2,978人に上っており、被害患者の

苦しみは、今なお続いています。

 

②環境汚染

　チッソ水俣工場の排水により、水俣

湾では水銀を含んだ大量のヘドロの厚

さが、４㍍に達するところもありまし

た。また、水銀によって水俣湾の魚介

類は汚染され、人々は魚を捕ったり食

べたりすることができなくなりました。

③差別・偏見

　水俣病の原因がまだはっきりしな

かったころから、水俣病は空気など

を通じて人から人へうつると誤解さ

れ、患者が出た家庭には、人々が近

づかなったり、就職・結婚が断られ

たりするなどの差別がありました。

　これらのいわれのない差別や偏見

( 偏った見方 ) は、被害者や家族を

苦しめました。

「はじめて学ぶ水俣病」より

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　 TEL 096-234-2447（内線321）

　

３
月
27
日
（
月
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
28
年
度

甲
佐
町
町
民
大
学
閉
講
式
お
よ

び
フ
ル
ー
ト
独
奏
公
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

公
演
会
で
は
、
平
成
音
楽
大

学
の
松
尾
凌
汰
さ
ん
に
よ
る
フ

ル
ー
ト
独
奏
で
９
曲
を
演
奏
。

フ
ル
ー
ト
の
澄
ん
だ
優
し
い
音

色
に
参
加
者
は
聞
き
ほ
れ
て
い

ま
し
た
。
独
奏
会
が
終
盤
に
さ

し
か
か
る
と
、
自
然
と
会
場
か

ら
手
拍
子
が
上
が
っ
た
り
歌
詞

を
口
ず
さ
ん
だ
り
し
て
演
奏
者

と
参
加
者
と
の
一
体
感
が
生
ま

れ
、
素
晴
ら
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

 

お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
さ

れ
た
方
が
、
公
演
の
終
わ
り
に
、

松
尾
さ
ん
と
握
手
し
て
い
た
の

が
大
変
ほ
ほ
え
ま
し
く
思
え
る

中
、
本
年
度
の
町
民
大
学
を
閉

講
し
ま
し
た
。

　

４
月
５
日
（
水
）
上
豊
内
公

民
館
で
、
「
認
知
症
」
を
テ
ー

マ
に
公
民
館
出
前
講
座
を
開
催

し
、
地
域
住
民
な
ど
約
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

講
座
開
始
前
に
は
、
自
分
の

日
ご
ろ
か
ら
の
血
圧
数
値
を
知

る
こ
と
で
、
健
康
に
留
意
し
て

い
た
だ
く
よ
う
参
加
者
の
血
圧

測
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
村
上
浩
二
公
民
館
長
が

「
笑
い
が
健
康
に
つ
な
が
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
」
と
題
し
て
、
生
活

の
中
で
笑
い
を
欠
か
さ
な
い
こ

と
で
、
免
疫
力
が
ア
ッ
プ
し
健

康
を
保
て
る
と
、
随
所
に
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
ミ
ニ
講
話
を
実
施
。

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
木

村
真
澄
保
健
師
が
、
認
知
症
に

つ
い
て
人
の
脳
を
拡
大
し
た
図

を
活
用
し
、
脳
の
役
割
・
機
能

や
認
知
症
の
症
状
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
し
ま
し
た
。

閉
校
式
お
よ
び
公
演
会

▼

町
民
大
学

認
知
症
と
血
圧
測
定

▼

公
民
館
出
前
講
座

▲松尾さんの奏でるフルートの

演奏に聴き入る参加者

▲木村保健師が脳の機能や認知

症の症状を図を使って説明

平成29年度町民大学開講式

●日時　５月26日（金）

●会場　町生涯学習センター・　

　　　ホール

●内容

◯開講式　午前10時～午前11時30分

・演題　「甲佐町の文化財雑感」

・講師　石坂妙さん

　　　（熊本県文化財保護指導委員）

※歴史に興味を抱き学ぶきっかけ

　や、甲佐町の文化財について講

　話していただきます。

　どなたでも参加できますので、

ご近所お誘いの上、たくさんの参

加者をお待ちしています。



Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ

❖�
お
い
し
い
！
楽
し
い
！
お
や
つ

の
大
切
な
役
割
に
つ
い
て

　

「
お
や
つ
」
と
聞
く
と
、
皆
さ
ん
ど

ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

か
。
お
い
し
く
て
楽
し
い
時
間
が
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
、
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
る

方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
月
号

で
は
、
「
子
ど
も
た
ち
の
お
や
つ
」
に

つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

❖
お
や
つ
＝
お
菓
子
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

そ
も
そ
も
、
「
お
や
つ
」
と
い
う
言

葉
の
語
源
を
ご
存
知
で
す
か
。
そ
の
語

源
は
、
江
戸
時
代
に
使
わ
れ
て
い
た
時

間
の
単
位
で
「
八
つ
時
（
や
つ
ど
き
）
」
、

現
在
の
午
後
２
時
～
午
後
４
時
ご
ろ
を

指
す
言
葉
か
ら
き
て
い
る
そ
う
で
、「
お

や
つ
」
を
漢
字
で
書
く
と
「
御
八
つ
」

と
書
く
そ
う
で
す
。
当
時
は
農
業
な
ど

体
を
使
う
仕
事
が
主
流
だ
っ
た
た
め
、

こ
の
時
間
に
お
に
ぎ
り
や
果
物
な
ど
簡

単
な
食
事
を
摂
っ
て
い
た
の
だ
と
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
「
お
や
つ
」

と
聞
い
て
、
お
に
ぎ
り
な
ど
の
簡
単
な

食
事
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
ま
す

か
。
「
お
や
つ
」
＝
「
お
菓
子
」、
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
は
違
い
ま
す
。

お
や
つ
の
時
間
は
、
お
菓
子
を
食
べ
る

時
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
大

人
も
子
ど
も
も
同
じ
で
す
。

❖�

お
や
つ
の
持
つ
意
味
っ
て
、
何

で
し
ょ
う

　

お
や
つ
と
は
、
１
日
３
回
食
の
間
に

食
べ
る
「
間
食
」
全
般
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。子
ど
も
に
と
っ
て
の
お
や
つ
は
、

「
補
食
」
の
役
割
が
あ
り
、
３
回
の
食

事
で
摂
り
切
れ
な
い
栄
養
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
補
う
意
味
合
い
を
持
ち
ま
す
。

特
に
ま
だ
子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は
、

遊
び
食
べ
や
む
ら
食
い
、
小
食
で
１
回

量
が
あ
ま
り
入
ら
な
い
な
ど
栄
養
や
食

事
量
が
偏
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
そ
れ

を
補
う
た
め
に
大
切
で
す
。

　

た
く
さ
ん
動
き
、
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
す

る
子
ど
も
た
ち
。
６
歳
ま
で
に
、
脳
・

内
臓
・
神
経
の
働
き
が
ほ
ぼ
大
人
並
み

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、
小
さ

な
体
で
も
た
く
さ
ん
の
栄
養
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
説
明
す
る
と
堅
苦
し
い

印
象
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
役
割
と
し

て
、
３
食
の
ご
飯
と
は
違
っ
た
食
感
や

お
い
し
さ
を
感
じ
、
家
族
や
友
達
と
の

ふ
れ
あ
い
な
ど
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
あ

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

お
や
つ
の
時
間
や
、
与
え
る
も
の
・

量
は
大
人
が
管
理
を
し
、
そ
の
中
で
人

と
一
緒
に
楽
し
む
時
間
と
な
る
こ
と
が

理
想
だ
と
思
い
ま
す
。 

❖�

具
体
的
に
、
お
や
つ
で
は
何
を

与
え
た
ら
い
い
の
？

　

で
は
、
何
を
お
や
つ
で
与
え
る
の
が

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
お
や
つ
は
「
間
食
」
で
あ
り
３
回

の
食
事
の
補
食
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
と
、
基
本
的
に
は
不
足
す
る

栄
養
素
を
補
え
る
も
の
に
す
る
と
よ
い

か
と
思
い
ま
す
。

○
お
や
つ
の
例

・
果
物
（
り
ん
ご
１
切
れ
な
ど
）
＋
麦

　
茶
１
０
０
ｃ
ｃ

・
ふ
か
し
芋
５
０
㌘
＋
牛
乳
１
０
０
㏄

　

ほ
か
に
、
お
に
ぎ
り
、
パ
ン
（
菓
子

パ
ン
を
除
く
）、乳
製
品
や
、
カ
ボ
チ
ャ
・

ニ
ン
ジ
ン
・
ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜
も
お

す
す
め
で
す
。

　

「
え
っ
！
お
や
つ
じ
ゃ
な
い
」
と
思
っ

た
あ
な
た
。
今
日
か
ら
お
や
つ
の
概
念

を
変
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
甘
く
て
お

い
し
い
お
菓
子
を
与
え
る
た
め
の
時
間

で
は
な
い
し
、
毎
回
手
間
暇
か
け
た
お

や
つ
を
用
意
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
親
子
で
の
楽
し
い
お
や
つ
タ
イ
ム

に
、
し
っ
か
り
栄
養
を
補
え
る
も
の
を

選
択
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
に
は
何
が
必
要
か
、
考
え
る
き
っ
か

け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

お
や
つ
で
不
足
す
る
栄
養
を
補
お
う

あ
ゆ
み
だ
よ
り

おやつ の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

　おやつは、お菓子と同義語では

ありません。特に食事内容・量に

ムラが出やすく、胃も小さな子ど

もにとっては補食の役割がありま

す。親子での楽しいおやつタイム

に、しっかり栄養を補えるものを

選択しましょう。

今月の「あゆみだより」は

高倉 美保 保健師 

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

Child-Care
５月の子育て支援カレンダー

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

１日（月） こいのぼり作り

８日（月） カーネーション作り

10日（月） お誕生会（要予約）

12日（金） 園庭で遊ぼう

15日（月） お散歩をしよう

17日（水） 制作

19日（金） シャボン玉で遊ぼう

22日（月） シール遊び

24日（水） おやつ作り

26日（金） ままごと遊び

29日（金） 砂場で遊ぼう

31日（水） 手型・足型をとろう

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

５・６月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　５月15日（月）　午前９時

　　６月15日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　５月15日（月）　午前10時15分

　　６月15日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　６月９日（金）　午前９時30分

　 １歳６か月児健診

　　５月９日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　５月26日（金）　午前９時30分

　 ３歳児健診

　　５月９日（火）　午後１時20分

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　 TEL096-235-8711

奥村 茜
あかね

 ちゃん（１歳）

　父・将也 さん　母・美千代 さん

　（緑町区）

　最近おしゃべりするようになりま

　した。

　

向山 結
ゆい

 ちゃん（１歳）

　父・茂文 さん　母・亜希子 さん

　（岩下一区）

　しょうたろうにいちゃん、りおね 

  えちゃん、いっぱい遊んでね♡

甲佐保育園� TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

10日（水） お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

大塚 陸
り く と

虎 くん（１歳）

　父・俊輔 さん　母・舞 さん

　（緑町区）

　いっぱい食べて大きくなります !!
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お問い合わせ先一覧

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

留
意
く
だ
さ
い
。

▼
減
免
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

①
身
体
や
知
的
、
精
神
な
ど
に
障

　

が
い
の
あ
る
方
が
所
有
す
る
軽

　

自
動
車

②
身
体
障
が
い
者
本
人
が
18
歳
未

　

満
の
場
合
、
療
育
手
帳
ま
た
は

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

　

お
持
ち
の
と
き
は
、
そ
の
者
と

　

生
計
を
一
に
す
る
方
が
所
有

　

す
る
軽
自
動
車
で
、
専
ら
障

　

が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用

　

す
る
軽
自
動
車
お
よ
び
単
身
で

　

生
活
す
る
障
が
い
者
の
た
め
に

　

使
用
す
る
軽
自
動
車

③
身
体
や
知
的
、
精
神
な
ど
に
障

　

が
い
の
あ
る
方
が
所
有
す
る
軽

　

自
動
車
で
障
が
い
者
の
方
を
常

　

時
介
護
す
る
者
が
運
転
す
る
軽

　

自
動
車

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
戦
傷
病
者
手
帳

・
療
育
手
帳
（
Ａ
１
・
Ａ
２
）

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　

　

（
１
級
）

②
車
検
証

③
運
転
者
の
運
転
免
許
証

④
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　

カ
ー
ド

⑤
印
か
ん

⑥
軽
自
動
車
税
納
付
書　
　

※
①
～
⑥
を
ご
準
備
の
上
、
町
税

　

務
課
に
て
軽
自
動
車
税
減
免
申

　

請
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
減
免
申
請
書
の
受
付
期
間
は
、

　

５
月
10
日
（
水
）
～
31
日
（
水
）

　

で
す
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課　

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
4
‐
１
１
１
2

　

（
内
線
１
１
1
）

　
　

「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
心
温
ま
る
ご
好
意
を

町
の
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
平
成
28
年
度
寄
附
金
額
合
計

　

１
４
，
０
８
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

（
３
月
31
日
現
在
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　

（
内
線
２
２
４
）

　

町
で
は
平
成
26
年
４
月
か
ら
の

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
所

得
の
低
い
方
へ
の
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
に
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な

措
置
と
し
て
給
付
す
る
「
臨
時
福

祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）
」
の

支
給
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。  

▼
支
給
対
象
者

　

平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

た
だ
し
、
以
下
に
該
当
す
る
方
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
住
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ

　

れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

　

る
人

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と

　

な
っ
て
い
る
人

▼
支
給
額

　

支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き

１
万
５
，
０
０
０
円

▼
申
請
方
法

　

平
成
29
年
４
月
中
旬
に
、
支
給

対
象
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
が

い
る
世
帯
へ
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認

の
上
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申

請
期
間
内
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限　

　

９
月
22
日
（
金
）

※
５
月
１
日
（
月
）
以
降
（
土
・
日

　

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
は
、
午
前

　

９
時
～
午
後
4
時
に
町
福
祉
課
窓

　

口
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

※
町
で
は
、
提
出
さ
れ
た
申
請
書
に

　

基
づ
き
審
査
し
、
給
付
金
の
支
給

　

・
不
支
給
を
決
定
し
ま
す
。
給
付

　

金
は
、
原
則
と
し
て
申
請
者
名
義

　

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

▼
申
請
先

　

町
福
祉
課
（
町
役
場
庁
舎
１
階
）

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
書 

②
本
人
確
認
書
類
な
ど
（
申
請
の
時

　

に
必
要
で
す
）

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
、
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
顔
写

真
付
き
の
も
の

※
対
象
と
な
る
方
全
員
の
分
が
必
要

　

で
す
。
顔
写
真
付
き
の
書
類
が
無

　

い
場
合
は
、
健
康
保
険
被
保
険
者

　

証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。　

 

③
指
定
し
た
口
座
が
確
認
で
き
る
書

　

類
（
申
請
書
に
添
付
し
ま
す
）　

※
前
年
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の
受
給

　

者
で
、
前
年
と
同
じ
口
座
を
指
定

　

さ
れ
る
場
合
は
不
要
で
す
。

④
印
か
ん

　

不
明
な
点
は
、
事
前
に
町
福
祉
課

　

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

・
給
付
金
の
支
給
は
、
1
回
限
り
で

　

す
。 

・
原
則
と
し
て
、
申
請
期
間
外
の
申

　

請
や
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で

　

本
町
に
住
民
登
録
の
な
い
方
の
申

　

請
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

・
申
請
後
、
給
付
金
の
支
払
い
ま
で

　

一
定
の
期
間
が
掛
か
り
ま
す
。

・
臨
時
福
祉
給
付
金
の
「
振
り
込
め

　

詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」

　

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
町
福
祉
課
か
厚
生
労

働
省
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町 

福
祉
課 

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
（
内
線
１
４
４
）

・
厚
生
労
働
省
相
談
窓
口
（
専
用
ダ

　

イ
ヤ
ル
）

　

TEL
０
５
７
０
‐
０
３
７
‐
１
９
２

　　

身
体
や
知
的
、
精
神
な
ど
に
障

が
い
が
あ
る
方
は
、
障
が
い
の
区

分
に
応
じ
て
、
定
め
ら
れ
た
級
の

障
が
い
を
有
す
る
場
合
、
申
請
に

よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

の
上
、
町
税
務
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
減
免
の
対
象

に
な
る
軽
自
動
車
は
、
障
が
い
者

1
人
に
対
し
て
1
台
で
す
の
で
ご

ｉ
お
知
ら
せ

障
が
い
者
の
方
を
対
象
と
し
た

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
申
請

受

付

を

行

っ

て

い

ま

す

土突きは、祝い歌の一種で家

の建築の際などに土を丸太で突き

固めることであり、地搗（じつき）

音頭、土突き歌、胴突（どつき）

歌とも言われています。地搗音頭

は音頭取が勢子（せこ）と掛け合

いながら唄（うた）う労作民謡で

す。しかし今はほとんど聞くこと

もなくなっています。

船津山口の松ノ本共同墓地に

「松本新兵衛之墓」があります。

墓標には「音頭司　松本新兵衛

之墓」と記されています。明治

10(1877) 年西南の役において傷

んだ熊本城を補修する際、船津山

口出身で明治 30(1897) 年 78 歳で

亡くなった松本新兵衛氏は、熊本

城修復の「土突き」の音頭司 (頭

領 )だったそうです。その遺徳を

しのんで弟子たちによりお墓が建

立され、寄進者には本町の人のみ

ならず御船町、美里町の 56 人も

の人名があり、人徳の深さがうか

がわれます。

船津の山口には「土突き」が

郷土芸能として伝えられてきまし

たが、後継者などの減少により今

は行われていません。この土突き

歌ですが歌える人もいないようで

す。

また、この土突き歌は、歌い

手がその地域に応じて即興で作

り、聞き伝えられてきています。

皆さんの地域にどのような地搗歌

があったか古老に聞いてみません

か。

甲佐町の文化財探訪　〜第44回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

▶

船
津
に
あ
る
「
松
本
新
兵
衛
之
墓
」

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447（内線 322）

「土突き歌は今」 赤星眞照 町文化財保護委員（有安区）

クリーンセンターへのごみ搬入量（３月分）
種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 258,580 27,380 51,800

資 源 ご み 24,200 △370 2,630

粗 大 ご み 6,340 180 2,500

合 計 289,120 27,190 56,930

※単位・㌔ 

environmental preservation

日 曜 当 番 医
月　日 当番医 電話番号

５月７日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

５月14日 甲 佐 眼 科 TEL096-235-5600

５月21日 荒 瀬 医 院 TEL096-234-1161

５月28日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

doctor

町税などの滞納処分（３月分）
種　別 件数・金額など

捜 索 １件

差 し 押 さ え 件 数 ３件

交 付 要 求 ０件

取 立・ 公 売 代 金 149,948円

tax

交 通 事 故 件 数
種　別 発生件数 前年比較

事故件数 ８ （２）

死 者 ０ （０）

傷 者 12 （３）

４月15日現在（カッコ内は前年比較）

traffic safety

出 動 火 災 件 数
種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ２ （１）

原 野 ０ （０）

そ の 他 ３ （３）

合計件数 ５ （４）

４月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention
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熊
本
地
震
に
よ
る
宅
地
の
被
害

に
つ
い
て
、
公
共
事
業
（
宅
地
耐

震
化
推
進
事
業
）
と
熊
本
地
震
復

興
基
金
（
被
災
宅
地
復
旧
支
援
事

業
）
に
よ
り
復
旧
を
支
援
し
ま
す
。

　

こ
の
支
援
に
関
す
る
事
前
相
談

を
、
町
建
設
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
宅
地
耐
震
化
推
進
事
業
（
公
共

　

事
業
）
に
つ
い
て

　

被
災
し
た
宅
地
の
擁
壁
の
復
旧

な
ど
を
公
共
事
業
と
し
て
行
い
ま

す
。

　

公
共
事
業
と
し
て
行
う
た
め
、

対
象
工
事
に
掛
か
る
自
己
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
要
件
（
以
下
の
①
～
③
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
も
の
）

①
盛
土
（
擁
壁
、
斜
面
）
の
高
さ

　

が
2
㍍
以
上
あ
る

②
盛
土
（
擁
壁
、
斜
面
）
の
上
に

　

家
屋
が
2
戸
以
上
あ
る

③
盛
土
（
擁
壁
、
斜
面
）
の
前
に

　

避
難
路
、
河
川
な
ど
が
あ
る

※
す
で
に
復
旧
工
事
を
行
っ
た
も

　

の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
ひ
び
割
れ
、
目
地
詰
め
な
ど
の

　

補
修
工
事
の
み
は
対
象
と
な
り

　

ま
せ
ん
。

▼
被
災
宅
地
復
旧
支
援
事
業
に
つ

　

い
て
（
熊
本
地
震
復
興
基
金
）

　

被
災
し
た
、
の
り
面
・
擁
壁
の

復
旧
、
地
盤
復
旧
、
地
盤
改
良
、

住
宅
基
礎
の
傾
斜
修
復
工
事
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
工
事

①
復
旧
工
事
（
宅
地
被
害
に
対
し

　

て
原
形
に
復
旧
す
る
こ
と
を
基

　

本
と
す
る
工
事
）

・
の
り
面
の
復
旧
工
事

・
擁
壁
の
復
旧
工
事

・
地
盤
の
復
旧
工
事

②
地
盤
改
良
工
事

③
住
宅
傾
斜
修
復
工
事

※
右
記
工
事
に
関
す
る
調
査
お
よ

　

び
設
計
費
も
補
助
の
対
象
に
含

　

み
ま
す
。

※
す
で
に
工
事
が
完
了
し
て
い
る

　

も
の
も
含
み
ま
す
。

※
地
盤
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、

　

液
状
化
が
発
生
し
た
と
見
ら
れ

　

る
区
域
が
対
象
で
す
。

●
補
助
額

　

対
象
工
事
の
経
費
か
ら
50
万
円

を
控
除
し
た
額
の
3
分
の
2

※
工
事
費
１
，
０
０
０
万
円
以
上

　

の
場
合
、
６
６
３
万
3
千
円
を

　

限
度
と
し
ま
す
。

※
補
助
金
の
申
請
は
1
宅
地
1
回

　

と
な
り
ま
す
。

▼
お
持
ち
い
た
だ
く
物

　

被
害
状
況
が
分
か
る
写
真
や
図

面
、
見
積
書
な
ど
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼
受
付
日
時

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時　

　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
建
設
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

　

春
は
遠
足
や
運
動
会
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
が
多
い
季
節
で
す
。
気
温

も
高
く
な
り
、
食
中
毒
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

食
品
の
衛
生
的
な
取
り
扱
い
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
料
理
な
ど
を
作
る
前
、
食
べ
る

　

前
な
ど
に
は
手
を
よ
く
洗
い
ま

　

し
ょ
う
。

・
食
品
は
、
中
心
部
ま
で
し
っ
か

　

り
加
熱
し
て
、
十
分
に
冷
ま
し

　

て
か
ら
、
容
器
に
詰
め
ま
し
ょ

　

う
。

・
食
品
は
涼
し
い
と
こ
ろ
で
必
ず

　

保
管
し
て
、
早
め
に
食
べ
ま

　

し
ょ
う
。

・�

食
べ
残
し
の
食
品
は
、
思
い

切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

・
自
然
毒
に
よ
る
食
中
毒
が
毎
年

　

発
生
し
て
い
ま
す
。
見
慣
れ
な

　

い
野
草
な
ど
の
調
理
は
し
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

　

県
で
は
、
熊
本
地
震
に
よ
り
自
ら

居
住
し
て
い
た
住
宅
に
被
害
を
受
け

て
、
被
災
住
宅
に
係
る
ロ
ー
ン
を
有

す
る
場
合
で
、
新
た
な
住
宅
ロ
ー
ン

を
組
ん
で
住
宅
を
再
建
す
る
場
合
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
次
の
４

点
全
て
に
該
当
す
る
人
を
対
象
に
既

存
ロ
ー
ン
利
子
相
当
額
（
上
限
５
０

万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

▼
要
件

・
県
内
の
自
ら
居
住
し
て
い
た
住

　

宅
が
、
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災

　

し
、
発
災
（
平
成
28
年
4
月
14

　

日
）
以
前
か
ら
そ
の
被
災
住
宅

　

に
係
る
既
存
の
住
宅
ロ
ー
ン
を

　

有
し
て
い
る
人

・
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
住
宅
の

　

再
建
の
た
め
に
３
０
０
万
円
以

　

上
の
新
た
な
住
宅
ロ
ー
ン
を
契

　

約
し
た
人

・
新
た
な
住
宅
ロ
ー
ン
を
契
約
し

　

た
日
の
前
月
末
時
点
で
被
災
住

　

宅
の
既
存
ロ
ー
ン
残
高
が
５
０

　

０
万
円
以
上
の
人

・
新
た
な
住
宅
ロ
ー
ン
を
契
約
し

　

た
日
の
属
す
る
前
年
の
課
税
所

　

得
金
額
が
７
８
０
万
円
を
超
え

　

る
世
帯
員
が
い
な
い
こ
と

▼
申
請
期
限

　

平
成
32
年
3
月

▼
必
要
書
類

・
罹
（
り
）
災
証
明
書
の
写
し

・
住
民
票
（
世
帯
員
全
員
の
記
載

　

が
あ
る
も
の
）

・
新
た
な
住
宅
ロ
ー
ン
を
契
約
す

　

る
日
の
属
す
る
前
年
の
所
得
証

　

明
書
（
世
帯
員
全
員
分
）

・
申
請
書

　

残
高
証
明
書
や
契
約
書
な
ど
も

必
要
で
す
。
、
詳
し
く
は
県
住
宅

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
住
宅
課 

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
５
５
０

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
熊
本
県
農

業
公
社
）
で
は
、
農
業
経
営
を
縮
小

す
る
人
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

担
い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し
た

い
」、「
新
た
な
農
地
が
あ
れ
ば
借
り

た
い
」
と
い
う
人
は
、
市
町
村
や
Ｊ

Ａ
の
窓
口
お
よ
び
県
農
業
公
社
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
県
農
業
公
社

　

TEL
０
９
６
‐
２
１
３
‐
１
２
３
４

・
町
農
政
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　

子
ど
も
・
女
性
・
高
齢
者
な
ど
の

安
全
確
保
や
地
域
の
犯
罪
防
止
を
図

る
た
め
、
警
察
か
ら
登
録
し
た
人
の

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
情
報

メ
ー
ル
で
配
信
す
る
も
の
で
す
。

▼
情
報
提
供
の
例

・
声
掛
け
事
案
、
不
審
者
の
出
没

　

な
ど
、
子
ど
も
に
対
す
る
犯
罪

　

の
前
兆
と
思
わ
れ
る
事
案
情
報

・
行
方
不
明
、
高
齢
者
な
ど
の
手

　

配
、
迷
い
人
に
関
す
る
情
報

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
有
益

　

な
情
報

・
強
盗
な
ど
重
要
ま
た
は
特
殊
な

　

犯
罪
発
生
に
関
す
る
情
報

　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー

ル
」
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、
携

帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
か
らk

110

＠ansin.police.pref.kumamoto.

jp

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

ｉ

お
知
ら
せ

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
宅
地
の

復

旧

支

援

に

つ

い

て

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

災害発生時の特設公衆電話の設置について

■町内６か所に特設公衆電話を設置しました

　３月21日（火）町役場にて、災害時における特設公衆

電話の設置・利用に関する協定締結の調印式が行われま

した。

　町と西日本電信電話株式会社熊本支店とで、本町の指

定避難所など６か所に特設公衆電話回線・６回線の設置

などについて協定を締結しました。

　通常、大規模災害が発生した際、一般の電話がつなが

りにくいと言った事象を解消するために、災害時におい

ても優先的に繋がりやすい公衆電話を町が指定する避難

所に設置するものです。

●設置場所および所在地

・町総合保健福祉センター（豊内６１９番地）

・甲佐中学校（中横田３００番地）※今後設置予定

・竜野福祉ふれあいセンター（上早川３３４番地）

・町民センター（糸田９‐１）

・白旗小学校体育館（白旗５０）

・白旗福祉ふれあいセンター（白旗２１６‐２）

●利用する際の注意点

・特設公衆電話の開設後、避難者の人は無料で利用でき

　ます。

・特設公衆電話は発信専用です。着信用としては使用で

　きません。

・利用できるのは災害発生時に限られますので通常利用

　はできません。

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～５月～
 Event

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096‐234‐2447

▼ 期間４月22日（金）～５月12日（金）

●「公民館自主講座」作品展

●「布の絵本展」

▼期間５月19日（金）～６月６日（金）

Topics

ｃ
く
ら
し
安
全

農
地
を
貸
し
た
い
人
借
り
た
い

人

を

募

集

し

て

い

ま

す

県
住
宅
再
建
支
援
事
業
補
助
金

の

お

知

ら

せ

「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」
に

登

録

し

ま

し

ょ

う

ｉ

お
知
ら
せ

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツクラブ」
５月のアユスポ・カレンダー

　●スポンジテニス＆バドミントン

  甲佐小体育館　月曜日　午後７時30分

●少年柔道

甲佐中武道館「甲心館」

月・水・金曜日　午後７時

　●卓球

　町生涯学習センター

　水・金曜日　午後７時30分

●サッカー教室

甲佐中グラウンド　木曜日　午後７時

甲佐小グラウンド　土曜日　午前９時

　●バスケットボール教室

  甲佐中体育館　火曜日　午後８時

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局

　（町教育委員会社会教育課内）

　 TEL096-234-2447（内線325）

卓球がんばっています！みんなも来てね♪

卓球教室

松本　心

 （美里町堅志田）

５月の絵本の読み聞かせ

　 　

　町生涯学習センター図書室で

絵本の読み聞かせを行います。

楽しい時間をお子さんと一緒に

過ごしてください。

　皆さんのご参加をお待ちして

おります。

●日時

　５月18日（第３木曜日）

　午前10時30分～11時

　毎月第３木曜日に行います。

●場所

　町生涯学習センター図書室　

　「おはなしのへや」

●お問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　 TEL096-234-2447
　内線（321）

●お問い合わせ先

　町総務課くらし安全推進室　 TEL 096‐234‐1167

▼

公
民
館
自
主
講
座
作
品
展
の

　
水
彩
画



レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

①ジャガイモはよく洗い、皮付

きのまま横にして割り箸など

を置き切り込みを入れます。

切り過ぎないよう要注意です。

②さっと①を水にくぐらせて水

気を拭きとっておきましょう。

③ベーコンは、ジャガイモの切

り込みの数分に切り分けます。

それを②に挟んでいきます。

この切り込みが、焼き上がる

と少し広がります。

④天板にホイルを敷き③を並べ、

塩・コショウを振り、サラダ

油を全体に回しかけます。

⑤200℃に予熱したオーブンか

オーブントースターで④を40

分ほど焼きます。そして途中

でサラダ油を少し垂らすと見

栄えが良くなります。

　　ジャガイモに限らず、野菜

の皮の近くは栄養たっぷりです。

なんと言っても食物繊維が確実

に摂れるので便秘の人にもおす

すめです。

　特に今の時期、新ジャガは皮

が薄いので、煮たり揚げたりし

ても食べやすいですよね。

また、多くのビタミン Cを含み、

老化防止にも一役買ってくれま

す。安心して好きなジャガイモ

料理を楽しんでください。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

新ジャガでハッセル・ポテト

ご存知ですか？

材料ー４人分

ジャガイモ…………………４個
ベーコン……………………３枚
塩・コショウ………………少々
サラダ油…ジャガイモ１個に対
し小さじ１が目安です

 

［
短
歌
］�

渡
辺
幸
士 

選

　
塀
越
え
て
庭
の
中
道
通
り
ゆ
く
猫
の
行
方
は
遥
か
彼

方
に�

上
村　

か
ず

せ
が
ま
れ
て
赤
き
リ
ボ
ン
で
髪
む
す
ぶ
男
の
子
鏡
の

前
で
に
っ
こ
り�

塚
本　

俊
子

待
ち
居
れ
ど
山
の
桜
は
未
だ
咲
か
ず
花
の
蕾
は
何
時

微
笑
む
や�

上
村
や
す
美

孫
を
抱
き
頬
ず
り
す
れ
ば
桃
の
香
と
乳
の
匂
い
に
心

安
ら
ぐ　

�

白
梅　

武
人

霧
の
朝
幻
想
的
な
光
景
は
ま
る
で
モ
ノ
ク
ロ
墨
絵
の

世
界�

池
田
キ
ヨ
子

そ
の
昔
吾
と
並
ん
で
V
サ
イ
ン
こ
の
人
だ
あ
れ
私

は
知
ら
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
原　

暁
益

春
日
和
友
と
の
散
歩
軽
や
か
に
菜
の
花
咲
き
て
桜
咲

き
初
む�

赤
星　

文
子

手
の
届
く
所
に
物
を
重
ね
置
き
部
屋
は
益
々
手
狭
に

な
れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
田
乃
武
子

庭
に
咲
く
名
も
無
き
花
の
一
輪
を
床
に
飾
れ
ば
主
役

と
な
れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緒
方　

明
美

軽
や
か
に
サ
ッ
カ
ー
す
る
子
ら
楽
し
げ
に
よ
ぎ
り
行

く
と
き
新
芽
の
香
る　
　
　
　
　
　
　

赤
星　

延
子

最
後
に
は
神
仏
頼
み
で
受
験
す
る
孫
の
本
気
に
桜
咲

き
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
永
由
紀
子

艶
め
い
た
元
気
も
金
も
風
体
も
無
い
が
夢
あ
り
独
り

酒
酌
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

幸
士

 

［
川
柳
］�

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
選
ぶ
」

暑
く
な
り
古
着
の
中
か
ら
服
選
ぶ�

布
田　

愛
子

悔
い
は
無
い
私
の
選
ん
だ
人
だ
も
の　

林　
　

雅
之

あ
れ
こ
れ
と
迷
っ
た
末
の
貴
方
で
す　

津
川
み
ど
り

　
　
　

「
絵
」

美
し
い
花
描
く
の
が
大
好
き
で
す�

森
田
千
鶴
子

稜
線
に
輝
く
朝
日
描
き
た
い�

古
閑
チ
ヨ
ミ

自
画
像
の
中
で
省
い
た
シ
ミ
と
皺�

渡
辺　

幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

新
横
綱　

テ
レ
ビ
桟
敷
で
盛
り
上
が
り�

広
田
み
ど
り

新
横
綱　

貫
禄
の
あ
る
勝
ち
っ
ぷ
り�

下
山　

千
恵

新
横
綱　

相
撲
人
気
に
火
の
点
い
た�

志
垣　
　

光

新
横
綱　

ど
う
ど
う
と
威
厳
が
あ
る
ね�

佐
藤　
　

葵

新
横
綱　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
汗
光
る�

布
田
か
ん
な

新
横
綱　

頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
見
苦
し
か�

平
井
や
よ
い

新
横
綱　

意
地
も
加
勢
す
る
大
和
魂�

長
原　

産
賀

新
横
綱　

増
々
似
合
う
大
銀
杏�

佐
野
し
ょ
う

新
横
綱　

決
め
手
の
技
は
左
腕�

光
永　
　

六

新
横
綱　

涙
が
出
ち
ゃ
う
土
俵
入
り�

井
元
あ
ざ
み

新
横
綱　

苦
労
の
末
に
花
が
咲
き�

日
高　

美
里

新
横
綱　

モ
ン
ゴ
ル
勢
に
ゃ
負
く
ん
な
よ�

上
田　

梅
清

新
横
綱　

強
す
ぎ
る
け
ん
嫁
の
来
ん�

日
隈　

元
良

新
横
綱　

怪
我
踏
み
台
ィ
鬼
に
な
れ�

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

～ 

皐
月 

～

消防点検の後に行われた一斉放水（安津橋健康広場横ヘリポート）

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

　

熊
本
地
震
か
ら
1
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
今
年
も
き
れ
い
な
桜
の
花
が
咲

き
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
昨

年
を
振
り
返
れ
ば
、
震
災
対
応
に
追

わ
れ
な
が
ら
も
、
他
県
か
ら
の
派
遣

職
員
の
方
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
、
何
よ
り
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
に
よ
り
、
１
年
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
出
し
ま
す
。

　

私
は
今
月
号
か
ら
広
報
紙
の
編
集

に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
取
材
や
原

稿
の
執
筆
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
良
い
写
真
が
な
か
な
か
撮

れ
な
か
っ
た
り
、
取
材
の
際
の
メ
モ

が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
失
敗
ば
か

り
の
１
か
月
で
し
た
が
、
快
く
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
写
真
撮
影
に
応
じ
て
い

た
だ
い
た
方
々
の
お
か
げ
で
、
何
と

か
今
月
号
の
編
集
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

お
伝
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

切
な
こ
と
を
、
分
か
り
や
す
く
正
確

に
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
ゆ
）

編

集

後

記

	住　所	 氏　名	 性別	 保護者

糸　田　塚崎　湊
み な と

翔　男　弘　樹

田　口　上村　莉
り お ん

音　女　鴻　幸

下横田　前田　侑
ゆ う な

奈　女　大　樹

下横田　木村　好
こ の か

華　女　亮　介

田　口　舛永　凜
り ん か

花　女　　諒　

芝　原　冨田　莉
ま り か

花　女　真　有

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,131 △16

女 5,763 △14

計 10,894 △30

世帯数 4,277 △8

平成29年３月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひとの 動 き （敬称略）

３月11日（土）～４月10日（月）

ご結婚おめでとう
marriage

	 住　所	 氏　名	

　　夫　熊本市　赤星　　亨

　　妻　早　川　塚本　恵子

　　夫　世　持　志垣　憲彦

　　妻　玉名市　永田　綾乃

　　夫　豊　内　井芹　卓也

　　妻　熊本市　荒木　麻衣

　　夫　熊本市　佐ノ木駿一

　　妻　麻生原　伊佐真菜美

［

［

	住　所	 氏　名	 年齢	 世帯主

早　川　甲斐冨美子　92　眞知子

糸　田　井芹ヨシエ　92　ヨシエ

白　旗　田上サツキ　98　サツキ

岩　下　佐野　佳子　87　仁　美

緑　町　田上　勝美　92　泰　子

仁田子　井芹　　梢　97　　梢

田　口　布田　祐三　81　或　子

田　口　藤本　典男　88　演　子

津志田　中嶋　信一　91　ツル子

田　口　藤本ウメエ　88　ウメエ

西寒野　井上　正 　83　惠美子

東寒野　渕上　範男　81　レイ子

下横田　成松　一實　91　和　夫

坂　谷　坂田　雪枝　96　勝　士

岩　下　佐野　親雄　85　仁　美

西寒野　福田　富男　82　シマヱ

［

［



　

「
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
と
き
が
１

番
う
れ
し
い
。
も
っ
と
練
習
し
て

得
点
を
た
く
さ
ん
取
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
」
と
語
る
の
は
、

サ
ッ
カ
ー
選
手
の
馬
場
幸
英
く
ん

（
有
安
区
・
甲
佐
中
1
年
）。

　

４
月
に
ス
ペ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
地
中
海
国
際
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
、

14
歳
以
下
の
西
日
本
代
表
と
し
て

選
抜
さ
れ
て
出
場
。
世
界
40
カ
国

以
上
か
ら
約
２
８
０
チ
ー
ム
の
12

～
19
歳
ま
で
の
少
年
チ
ー
ム
が
参

加
す
る
世
界
最
高
峰
の
国
際
大
会

の
１
つ
で
、
５
試
合
に
フ
ル
出
場
、

１
得
点
を
決
め
る
活
躍
を
見
せ
た
。

　

５
歳
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、

現
在
は
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
熊
本
」

の
選
手
と
し
て
プ
レ
イ
す
る
馬
場

く
ん
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
フ
ォ
ワ
ー

ド
と
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
を
両
方
こ

な
し
、
攻
守
の
要
と
し
て
チ
ー
ム

を
引
っ
張
る
。

　

試
合
中
は
常
に
冷
静
に
プ
レ
イ

し
、
正
確
な
ボ
ー
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
と
力
強
い
キ
ッ
ク
で
、
ゴ
ー
ル

も
ア
シ
ス
ト
も
で
き
る
の
が
持
ち

味
。
チ
ー
ム
で
の
役
割
と
し
て
、

「
点
を
取
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

絶
対
に
負
け
な
い
と
い
う
気
持
ち

で
相
手
か
ら
ボ
ー
ル
を
奪
う
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
、
強
い

メ
ン
タ
ル
で
ゲ
ー
ム
に
臨
む
。

　

今
回
、
初
め
て
本
場
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
の
試
合
を
経
験
し
て
、「
海

外
の
選
手
は
体
幹
が
強
い
。
こ
れ

か
ら
は
も
っ
と
練
習
を
重
ね
て
、

当
た
り
負
け
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
」
と
意
気
込
む
。
７
月
に
は

「
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
熊
本
」
は
タ
イ

へ
の
ア
ジ
ア
遠
征
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
中
学
１
年
生
な
が
ら
メ
ン

バ
ー
に
選
ば
れ
た
馬
場
く
ん
は
、

さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
す
る
。

　

国
際
大
会
へ
の
出
場
を
機
に
、

サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
思
い
が
さ
ら

に
強
く
な
っ
た
馬
場
く
ん
は
、

「
サ
ッ
カ
ー
は
、
自
分
に
と
っ
て

友
だ
ち
」
と
話
す
。
大
好
き
な

サ
ッ
カ
ー
で
、
世
界
を
舞
台
に
活

躍
す
る
選
手
を
目
指
し
て
、
毎
日

練
習
に
励
む
。

　

「
将
来
の
夢
は
、
日
本
を
代
表

す
る
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
っ
て
、

得
点
王
に
な
る
こ
と
で
す
」
と
強

い
ま
な
ざ
し
で
語
る
馬
場
く
ん
は
、

夢
に
向
か
っ
て
ボ
ー
ル
と
共
に
走

り
続
け
る
。
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こうさ広 報

日
本
を
代
表
す
る
選
手
を
目
指
し

ボ
ー
ル
と
共
に
夢
を
追
い
掛
け
る

ばば こうえい / 甲佐中１年。

４月にスペインで行われた地

中海国際サッカー大会に西日

本の代表チームとして選抜さ

れ、５試合に出場。１得点。

Kosa
Style
こうさ スタイル

馬場 幸英くん
Kouei Baba

〔有安区〕


